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（Ref P9） 
 
（ChatGPT への質問） 
インターネットのドメインネーム・IP Address を管理する世界的な非営利団体として 
ICANN（Internet Corporation for Assigned Names and Numbers）が有りますが、ドメイン
ネームの自動更新に関する猶予期間 autoRenewPeriod と言う概念は ICANN がそのルール
を定めていますか。その定義と、その期間は何日間か、具体的なルールはどの条項で定めら
れているか、その期間中のドメインネームの移管の可否を教えて下さい。 
 
 
（ChatGPT からの回答） 
以下に、ICANN における autoRenewPeriod（Auto-Renew Grace Period） の制度について、
ICANN がルールを定めているか、その定義・期間・規定条項・その期間中のドメインネー
ムの移管の可否を整理して説明します。 
 
 
1. autoRenewPeriod は ICANN が定めたルールか 
結論から言うと、ICANN のポリシーと Registry-Registrar 契約で定められています。具体
的には主に次の文書に関係します。 
ICANN Registry-Registrar Agreement (RRA)・Exhibit B（Grace Periods）・ICANN Expired 
Registration Recovery Policy (ERRP)・EPP Status Code の定義（ICANN） 
これらにより、gTLD （.com, .net, .org, .info, .biz 等の一般用途 Top Level Domain）の.レ
ジストリが提供する Grace Period の種類と運用が定められています。 
 
 
2. autoRenewPeriod の定義 
ICANN の EPP status code の説明では次のように定義されています。 
autoRenewPeriod は、ドメイン登録期間が満了した後、レジストリが自動更新を行った際に
発生する猶予期間。この期間中にドメインが削除された場合、レジストリは更新料金をレジ
ストラに返金する。 
要点：有効期限到来時、レジストリが 自動的に 1 年更新（auto-renew）。その更新を 取り消
せる猶予期間。つまり、自動更新されたドメインを取り消す為のレジストリ課金調整期間で
す。 
 
 
3. autoRenewPeriod の期間 
一般的な gTLD では最大 45 日です。ICANN の説明は、Auto-Renew Grace Period = 45 
calendar days。又、ICANN の説明では 1～45 日間の期間として提供されます。つまり、 
最大期間：45 日 
開始：ドイン有効期限直後 
性質：レジストリ課金調整期間 
※レジストラのポリシーにより短い場合あり 
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4. 規定されている具体的条項 
autoRenewPeriod 自体は主に以下で規定されています。 
 
(1) Registry-Registrar Agreement (RRA)・Exhibit B – Grace Periods 
ここで定義されている主な grace period：Add Grace Period・Auto-Renew Grace Period・
Redemption Grace Period・Pending Delete 
この Exhibit B がレジストリとレジストラの契約上の制度根拠です。 
 
(2) EPP Status Code 定義 
ICANN は EPP ステータスコードとして autoRenewPeriod を定義しています。 
説明：自動更新後の限定期間のステータス 
 
(3) Expired Registration Recovery Policy (ERRP) 
ERRP では、期限切れ後の更新機会・通知義務などを定めています。ここで、期限切れ後に
更新可能な猶予期間が存在する事が前提になっています。 
 
 
5. autoRenewPeriod 中のドメインネーム移管（Transfer） 
結論として、autoRenewPeriod 中のドメインネームの移管は条件付きで可能です。但し、以
下の影響があります。 
 
1） transfer は基本的に可能 
autoRenewPeriod は、単なる課金調整期間で、transfer 禁止状態ではない為、Transfer 
Policy 上の禁止理由ではない。 
 
2）但し、特殊な処理が発生する 
もし autoRenewPeriod 中に transfer した場合、旧レジストラに auto-renew 料金が返金、
transfer による 1 年延長が適用という会計処理になります。（RRA Exhibit B の規定） 
 
3） transfer 時の注意点 
実務上は次の理由で拒否される事があります。 
例：domain が registrar lock・支払い未払い・expiration dispute 
ICANN Transfer Policy では以下の場合に拒否可能とされています。 
例：fraud・UDRP・court order・60 日ロック 
 
 
6. 期限切れドメインの典型ライフサイクル 
参考として一般的な gTLD の流れ 
期限切れ ＞ Auto-Renew Grace Period (最大 45 日 ＞ Redemption Grace Period (30 日) ＞ 
Pending Delete (5 日)＞削除、合計：約 75 日で削除 
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まとめ 
制度：ICANN RRA Exhibit B に基づく 
名称：Auto-Renew Grace Period (autoRenewPeriod) 
意味：期限切れ後に自動更新された登録を取り消す猶予期間 
期間：最大 45 日 
定義：ICANN EPP status code 
規定：Registry-Registrar Agreement Exhibit B 
移管：可能（通常条件下） 
 


